
非営利活動法人

つくば児童発達支援センター
所在地：つくば市松代3-7-17-109

 社内会議において育休制度の周知広報、ポスター掲載を行うほか、対象者には個別で案内している。

 市内の別事業所を含む全ての社員が言語聴覚士や公認心理師などの資格所有者であるが、育休取得者が

いる際には、事業所間において同一資格所有者による人員補填を行うなどの臨機応変な対応を行っている。

 法人内に相談窓口を開設し、育児休業取得前に気軽に相談することができる環境づくりをしている。

 育休取得希望者に合わせ、その都度、柔軟にシフト調整を行うことができるようにしている。

✓ 以前に法人内で初めて育休を取得した職員がいたこと

により、育休を取得しやすい雰囲気が生まれ、今回取得

に至った。

✓ 時短勤務を導入し、仕事と育児が両立できるような環境

づくりを進めている。

✓ 今後の求人情報発出の際には、育休取得事例の広報も

行っていく。

⚫ 設立当初から年配の方が社員の大半を占めており、多くの人

が非常勤として在籍するなかで、前職での経験を活かして勤

務している。

⚫ 子育て経験者が多く、育休を取得しやすい環境である。

つくば市 男性育児休業取得促進奨励金 事例集

変わったこと・今後について社内の雰囲気

業 種 児童福祉事業 平 均 年 齢 54歳

従 業 員 数
30名（令和6年度）
男性3名／女性27名

育 児 休 業
取 得 者 数

2名（令和6年度）
男性2名／女性０名

平均休業日数 約2週間 申 請 年 度 令和6年度

取組内容

・育休を取得した先輩がいたことや周囲の後押しもあ

り、育休を取得した。

・双方の両親が近くにおらず、夫婦二人きりで子育て

をしなければならない環境だったため、妻の安心材

料になった。

・育休期間が2週間の短期であったため、職場への復

帰時に不安はなかった。

・育休を取るタイミングとして、妻の入院中は病院が

面倒を見てくれるので退院後を起点に取得を考え

たらよいと思う。

育児休業を取得した

男性従業員の

声


